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カリキュラムの設定方法

職業能力開発総合大学校基盤整備センターが開発したカリキュラムモデルを基に、事業主等
が抱える生産性向上に係る課題・目標などの人材育成ニーズに応じて、オーダーメイドでカス
タマイズして訓練コースを設定します。
カリキュラムは、次に掲げる内容により構成しています。
イ 基本要素 → 基本項目と演習を組み合わせたもの
① 基本項目 → 事業主等が抱える人材育成上の課題・目標を解決・達成するため

に必要な基本知識
② 演習 → 基本項目で得られる知識を効果的に習得するための演習

ロ 応用・実践要素→ 基本要素を補完する応用的・実践的な知識の付与

１ カリキュラムの概要

3 カリキュラムの構成

２ カリキュラム策定の流れ

(１) カリキュラムモデルの中から、人材育成上の課題解決や目標達成に合致するカリキュ
ラムを選択します。

(２) 選択したカリキュラムの基本要素について、全ての「基本項目」と「演習」を組み合わ
せて、「Ｄ ＩＴ業務改善」については４時間以上、それ以外については６時間以上の訓
練時間を設定します。
なお、基本項目に対応する「主な内容」と「演習」は、コースのねらいに沿った内容で

あれば（例）以外にも設定可能です。
(３) 訓練時間が７時間以上であり、基本要素に関連する応用的・実践的な知識の習得を希望
する場合は、総訓練時間の概ね３割程度を目安に「応用・実践要素」の設定が可能です。

７時間以上コースの構成

事業主等が抱える人材育成上の課題・目標などの人材育成ニーズを解決・
達成するために必要な基本知識

（演習）

（基本項目）

（演習）

基本要素

基本項目で得られる知識を効果的に習得するための演習

基本要素に関する応
用的・実践的な内容
を学ぶために設定

応用・実践要素

7～
30h

（学科）

６時間以下コースの構成

基本項目で得られる知識を効果的に習得するための演習

事業主等が抱える人材育成上の課題・目標などの人材育成ニーズを解決・達成するために必要
な基本知識

（演習）

（基本項目）

基本要素

4～
6h

事業主等が希望する場合、総訓練時間の
概ね３割程度を目安に、応用・実践要素
の時間を設定することが可能
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生産性向上支援訓練のご案内

生産管理、IoT･クラウド活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あらゆる産業分野
の生産性向上に効果的なカリキュラムにより、70歳までの就業機会の確保に向けた中高年齢層の従業員の
育成や、DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進に資する人材の育成を支援するなど、中小企業
などが生産性を向上させるために必要な知識･スキルを習得するための訓練です。
個別企業の課題に合わせてカリキュラムをカスタマイズする訓練コースや、地域ニーズを踏まえた訓練

コースを設定し、専門的知見を有する民間機関等に委託して実施します。

3つの方式で生産性向上に必要な知識などの習得を支援

生産・業務
プロセスの改善

工程管理のポイントや見直
しおよび改善を行う際の課
題とその解決方法など、生
産管理や生産現場の業務プ

ロセスの改善に必要となる
知識や手法の習得を主な目
的としています。

横断的課題
既存の業務の効率化や業務
の改善、あるいは70歳以上

の就業機会の確保に向けて
中高年齢者の役割の変化へ
の対応や、ノウハウ継承に
必要となる知識や手法の習

得を主な目的としています。

主
な
訓
練
分
野
・
コ
ー
ス

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・RPAを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入し業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるHPを作成したい。

【生産･業務プロセスの改善】

・生産現場の問題解決

・RPA活用
・テレワークを活用した業務効率化 など

【横断的話題】

・組織力強化のための管理
・後輩指導力の向上と中堅･ベテラン従業員の役割
・効果的なOJTを実施するための指導法 など

【売上げ増加】

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業実践
・オンライン営業技術 など

【IT業務改善】

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成
・テレワークに対応したセキュリティ対策 など

訓練の種類 オーダーコース オープンコース サブスクリプション型

趣 旨

個別の中小企業などが抱え
る課題や人材育成ニーズに応
じて訓練コースを設定し、当
該中小企業などに対して訓練
を実施する方式

中小企業などが共通して抱える
課題や人材育成ニーズに応じて訓
練コースを設定し、幅広い中小企
業などから受講者を募集し、実施
する方式

専門的な知識または技能を追加し
て習得させることを内容とする生産
性訓練などで、一定期間あたり定額
で受講回数を定めずeラーニング形
式により複数の訓練を実施する方式

受 講 対 象 訓練を利用する事業主などからの受講の指示を受けた在職者

訓 練 時 間 4～30時間 12時間以上

定 員 6名以上 10名を標準 1名以上

受 講 料 訓練時間に応じて、1名あたり2,200～6,600円（税込） 1名あたり920円（税込）

訓練実施場所 利用者の自社会議室など
民間教育訓練機関や

当施設の教室など
利用者の自社会議室など

各
種
ご
案
内•

お
問
い
合
わ
せ

IT業務改善
生産性を向上させるための
手段としてITを利活用する

上で必要となるネットワー
ク、データ活用、情報発信、
情報倫理･セキュリティに関
する知識や手法の習得を主
な目的としています。

売上げ増加
マーケティングや広報戦略、
新商品の企画･開発やサービ

スの高付加価値化を実現す
るために必要となる知識や
手法の習得を主な目的とし
ています。



オーダーメイド方式生産性向上支援訓練のご案内

新任層から管理者層まで幅広い階層に対するカリキュラムモデルの中から、お客様に最適なカリキュラム
をご提案し、お客様の生産性向上のための課題解決のお手伝いをいたします。

ポリテクセンター岩手 生産性向上人材育成支援センター

（中小企業等DX人材育成支援コーナー）

TEL:0198-23-5648 FAX:0198-24-4040

E-mail:iwate-poly03@jeed.go.jp

お問い合わせ

主
な
訓
練
分
野•

コ
ー
ス

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・ＲＰＡを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入し業務を効率化したい。

各
種
ご
案
内•

お
問
い
合
わ
せ

○ オーダーメイド方式生産性向上支援訓練のポイント

①訓練時間は6時間から設定できます！
訓練時間は6～30時間の範囲内で、ご要望にあわせて設定できます。
※「IT業務改善」に関するコースは4～30時間の範囲内

②ご希望の訓練会場･日程 の設定が可能です。
お客様の会議室などで受講ができ、夜間や土日の訓練、一日あたりの訓練時間が
短時間の設定(6時間で開催の場合、3時間を2日間など)も可能です。
※講師の都合により訓練時間・日程に制約がある場合があります。

③少人数 (原則6名以上) にも対応可能です。
お客様のニーズに応じて６名の少人数の定員も設定可能です。

④受講しやすい受講料…受講料は2,200円(税込)から!!
訓練時間に応じて、1名あたり2,200～6,600円(税込)です。
※予算に限りがありますので、ご希望に添えない場合があります。

○ ご利用までの流れ
・まずは、ポリテクセンター岩手生産性向上人材育成支援センターへご相談

ください。

・その後、打ち合わせに向けた日程調整などを行います。

・相談は企業訪問などにより行います。
（打ち合わせ事項の例）
・人材育成に関するヒアリング
・課題や方策の整理
・カリキュラムモデルなどの提示

＊相談内容によっては、1名からお申込みができる
「オープンコース」をご案内する場合がございます。

・お客様の抱える課題やニーズに応じた訓練コースをご提案します。

・訓練実施については専門的なノウハウを有する民間機関などに委託しており、

訓練内容について詳細な打ち合わせを行います。

・受講申込書を提出し、受講料をお支払いの上、訓練を受講してください。
※期限内に受講料のお支払いがない場合は訓練を受講することができません。

ご連絡

訓練コースの

コーディネート

受講申込

訓練の受講

プラン作成に

向けた相談



企業が従業員に対して実施する研修・教育訓練については、従業員のすき間時間に訓練を受講さ

せたい、オンラインで効率的に訓練を実施したい、といったニーズが寄せられています。

生産性向上人材育成支援センターでは、ｅラーニング形式により複数の訓練を定額で受講できる

「サブスクリプション型生産性向上支援訓練」を令和5年度から実施します。

～生産性向上人材育成支援センター(生産性センター)は、事業主の皆様の生産性向上に向けた人材育成を支援しています～

サブスクリプション型生産性向上支援訓練は、支給要件を満たした場合、
人材開発支援助成金「人への投資促進コース」（定額制訓練）の助成対象となります。
詳しくは、厚生労働省のHPまたは最寄りの労働局にお問い合わせください。

※人材開発支援助成金は、訓練開始の1ヶ月前までの申請が必要です。

◇訓練受講までの流れ◇
受講申込後、所定の期日までに受講料を支払います。

訓練開始日の5日前までに、実施機関から受講用IDが送付されます。

訓練開始日から2か月間、以下の3コースをいつでも受講できます。

受講申込・受講料支払い

受講用IDの送付

訓練受講

●実施形式
学習管理システム（LMS）
を活用した動画視聴による
ｅラーニング形式

●訓練時間
12時間以上
（各コース4時間以上）

●訓練期間
センターが指定する2か月間

●受講料《定額制》
920円（税込）

●実施機関
株式会社インソース

業務効率向上のための時間管理

タイムマネジメント手法やタスク管理の方法など、

業務の効率化・スピード化のための知識を習得します。

業務上の問題点の可視化や、改善に向けた具体的な進め方

など、業務改善の視点と方法を習得します。

組織の管理機能や職位に応じた統率力など、職場のチーム

ワークをけん引できる能力を習得します。

成果を上げる業務改善

職場のリーダーに求められる統率力の向上

●受講可能なコース※

動画視聴によるｅラーニング形式のため、受講する時間や場所を柔軟に選択できます。

通常の生産性訓練よりも安価な受講料（１名あたり税込920円）で受講できます。

受講する時間・場所を柔軟に選択可能！1

２

３

さらに受講しやすい料金設定！

2か月間定額で、最大3コースをくり返し受講することができます。

複数コースをくり返し受講可能！

※生産性向上支援訓練のコース以外にも、ITスキルに関する研修動画（人材開発支援助成金対象外）が視聴可能です。

サブスクリプション型生産性向上支援訓練
のご案内

◇サブスクリプション型生産性向上支援訓練 つのポイント◇３

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構岩手支部

ポリテクセンター岩手 生産性向上人材育成支援センター
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